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産婦人科の漢方療法　その 1

不妊症
産婦人 科菅井ク リ ニ ッ ク

院 長

菅井 正朝

一
　昭io51　ffに漢方製剤が健保薬価に収載されて以来，産婦人科のE］常臨床 においても，漢

E 薬の使用は著明に増加 して いる．不妊症 に関 しては ， 体外受精の臨床応用 に伴い機器設

備面や技術面に目ざましい 進歩がみられ る．しか し ， その
一方で排卵障謇や黄体機能不全

などホルモン機能の失調が原因に な っ ている ものや，乏精子症あるいは精子無力症などの

男性不妊に対 しても，現代医学的な治療方法と併用さ れる 漢方製剤が ， 補助的ある い は相

乗的効果を発揮 し ， 治療成績を改善し て い る 実績も少な くない．

　今回は，現在わが国で不妊症に多用 され てい る漢方方剤 を紹介するとともに，その使 い

か たや 副作用などに つ い て の注意点を述べ，併せ て筆者の 小クリニ ッ クにおける最近 3年

半の不妊治療の成績と ， そ れ を通 して知 り得た 2〜 3の興味ある結果 につ いても報告する．

　健保適用の便宜もあり，一般に薬価基準収載のエ キス剤が用い ら れ てい るが ， 最近は健

保収載の生薬を用いた 院外処方箋を保険調剤し て くれ る薬局も増えつ つ ある．

〔工．当帰菊薬散）

　わが国の産婦人科で 最も多く用 いら れる方剤で，不妊症以外にも 更年期障害， 不定愁訴，

流産防止 などに多用さ れる．不 妊患者で は ， 黄体機能不全 に対 して有効で ，BBT の改善

が認められ る．村田 は13の論文の集計で，105例の妊娠成功例中に当帰芍薬散が44．8％を占

め ていた と報告している．

〔1 ．桂枝茯苓丸〕

　わが国で は 駆瘢皿 剤 ， 中国で は活皿化麿剤と呼ばれる．
“
瘢血

J’
（お け つ ）とは血流の 渋

滞，鬱血 を意味する概念で ある。桂枝茯苓丸は全身的な血行改善 とともに，とくに女性の

骨盤腔の鬱  に効果があ り，月経困難症の治療の ほ か ， 瘢皿の 改善が内分泌あ る いは 自律

神経機能 にも影響して妊娠を可能にするものと考えられ てい る．矢内原は排卵障害や不妊

の 患者に桂枝茯苓丸を投与 し，投与前後に測定したホルモ ン値の変動改善が著明であ っ た

ケースに ， 排卵や妊娠成立が認められ た と報告 した ．

〔皿．温経湯〕

　出典の 《金匱要略♪には ， 下腹が冷えて久 しく 受胎しない不妊婦人が適応 とさ れ て い る．

大阪大学の三宅 ， 青野 （現徳島大学）らに よれ ば ， 動物の視床下部と下垂体の 灌流実験に

よっ て ， LH ・RH の分泌による LH の産生を認め，臨床 的にも排卵障害に対して 温経湯と

ク［］ミッ ドによ る誘発の相乗効果を認めて いる ．

〔N ．芍 薬甘草湯〕

　1982年日産婦誌 に柳沼が高ア ンドロゲン血症性稀発月経性不妊症に対する芍薬甘草湯の

排卵誘発効果や 妊娠例を発表 して注 目さ れ た．そ の後秋 田大の福島は高 PRL 血症に対 し

ても 芍薬甘草湯が有効で あるこ とを報告 した ．現在で は高ア ン ドロゲ ン血症 ， 高 PRL 血
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症による 排卵障害，PCO に伴 う高ア ン ドロゲ ン血症や 高 LH 血症に も試み られ て いる ．

〔V ．加味逍遙散〕

　更年期障署その他の不定愁訴によく用 いられるが，月経前症候群にも有効である．不妊

患者 は家族関係そ の他の精神的ス トレ ス も多 く ， 加味逍遙散の 投与に よ っ て安定して妊娠

できる場合も考えられる．

〔V［， 補中益気湯〕

　乏精子症 ， 精子無力症による男牲不妊に対し ては ， 従来ホル モン 剤や ビタ ミン剤その 他

が用いられていた．補中益気湯は精子濃度も ある程度改善する が，と く に精子運動の改善

に有効で ある とい う報告が多い．

〔w ．牛車腎気丸〕

　八味地黄刄も男性不妊の治療に多く用 い られ てい るが ， これに牛膝と車前子 を加えた牛

車腎気丸につ いて ，福島は精子濃度の 改善に有効で ある と報告 して い る．

　健康保険の請求書で は．現代医学の病名にもとつく診察，検査，治療が認められて いる．

これは漢方製剤 におい て も同様であ っ て ， いわゆる漢方の
“
証

”
を病名瀾に書 くことは認

められない ．たとえばわが国の漢方で は，方証相対という考えかたで，感冒の初期に
“
葛

根湯の証
”

として葛根湯 を投与する ことが ある．qコ国では理 ・法 ・方 ・薬と呼 ばれ ，

“
肝

鬱気滞
！t
，

‘
賢 陽虚

”
な どの弁証に対 して治法を考え，方剤や薬の加減などを決定する．

　わが国で 病名使 用と呼ばれ る の は ， 現代医学の病名 に対 して使用応剤 を決定 する方法で ，

内科の慢性肝炎 ＝ 小柴胡湯が代表的であるが ， 最近はこれに対する反省や再評価の問題な

ども起きて い る、不妊症の場合に，ホルモンの測定値やそれ に対する治療の反応などをみ

て ， 現代医学の立場か ら証 として考えて もよいので はないか という説もある．

　 しか し ， 2，000年の歴史を通し治療医学と して豊富な実践経験を発展させて きた伝統医

学には，生理観 ， 病理観 ， および薬物の使用な どにも独自の理論や原則があるので ， それ

らを 頭ごな しに非科学的などと無視することな く，むしろ現実に活用する ことで ，現代医

学的治療との併用の 中に相乗効果を見出すのが ， 真 の意 味で の lntegrationではないか

と考える．

　不 妊治療 1こ際 して，漢方薬を最も有効 に利用 し，しか も副作用を防止する ための最低条

件と して ， 漢方の薬性 と患者の体質につ いての理解 と考慮が鈔要である．薬性 には温熱，

寒涼，平性の三種 があ り，
“
寒者熱之

”“
熱者寒之

”
とい う治療の原則があ っ て ， これ に反

する と副作用が 生 じる ，不妊患者 は外見上健康 にみえるが ， 漢方の四診とくに問診を詳 し

く行えば，寒証，熱証，中間証に分 類で きる．当ク 1丿ニ ッ クの不妊患者264名 につ い て の

分類は次の 通りで ある．

　 1）囚肢の冷え，寒がり （寒証）　 220名 （83．　3％）

　 2）四 肢や顔の ほて り （熱証）　　　 8名 （　 3％）

　 3）冷えもほてりもな し （中閤証）　 36名 （13．6％）

　そこ で 万剤の性質と効用を 患者の体質や 証と組み合わせる と，表 1の ようになる．

　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 （表 1）
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　長期間に亘 っ て 当帰芍薬散や温経湯など温性の方剤を投与され，四肢や 全身の ほ て りに

苦 しんでい た患者に，六味地黄丸に虚熱を濤する知田と黄柏を加えた知柏地黄丸を投与 し

2〜 4週で ほて りは解消 し ， 数カ月で 妊娠 した症例 もある．

　
“
瘢［m

”
はわが国の腹証で緕下に圧痛 を認め，そ れが血薀の圧迫で消え る こと でも 診断

され るが ， 舌の 痂斑や 暗青紫の 色調 ， 脈象が渋な ども参考になる，婦入科的に最 も端的に

判断で きるの は月経困難症で ， 桂枝 萸苓丸で軽快するものが多い．子宮内膜症に よる 角経

痛で桂枝萸苓丸が無効なものに，
“
折衝飲

”
を用いて 鎮痛で き るケース もある，

〔折衝飲 （せ っ しょ ういん）《産論》〕

　当帰 5g，桃 ｛：5g，牡丹 皮 3g，川 彗 38，芍 薬 3g，桂枝 3g ， 牛膝 3g ， 紅 花 2g ，

延胡索 39，
　 以上 1日量，水煎服 （構成生 薬は健保適用）．

　 Eヨ本漢 方の
“
方証相対

”
と中医学の

“
弁論論治

”
のい すれで も ， それに精通 して漢方薬

や方剤 を縦横に使い こなすには ， 基礎理論の理解と豊富な臨床経験の蓄積が必要で あるが ，

婦人科医と して不妊治療 に漢方方剤を利用するには ， 上述の 知識で 実用に は十分役立つ と

思われる．

（表 2）妊娠例 の 主症状 お よ び 治療法
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　1988年 1月〜1991年 6月に亘る 3年 6カ月間に当クリニ ッ クで扱っ た不妊患者の治療成

績で ある ．初診 1回 の みの 患者 ， 卵管閉塞 無精子症の症例は統計か ら 除外した．

　全症例数 ：264名　 　妊娠　10S名 （39．8％）

　　　　　　　　　　朱妊娠159名 （60．2％）

　妊娠り05例の主症状 および治療法につ い ての統計成績を表 2に 示 した，三陰交腸 線埋没

法は，［‡コ国の中西医結合雑誌に掲載された報告を追試 したものであるが，本統計以前に澑

外に赴任移住 した 2例の第 II度無月経で ， 本法によっ て 妊娠したケ
ー

スもあっ た．

　温経湯につ いては ， エ キス剤よ りも煎剤の ほうが育効である という印象を得ている．《金

瞳要略》に記載 のある
“
少腰寒，久不受胎

”
，

“
月水来過多，及至期不来

”
，

“
手掌煩熱，唇

ロ乾燥
”

などの症状 に一致する不妊女性が ， 1〜 2ヵ 月煎剤を 服馬する と ， 下腹が芯か ら

温ま り ， 口唇乾燥の 改善で リッ ブクリームが不要にな り， 体調がよくな っ たとい うもの が

多い．これらは，呉茱茯 ， 人参，桂梗などの温経散寒作用や ， 麦門冬による潤燥作用によ

る もので あ り ， そ ういう患者に妊娠が成立しやすい．昨年から本年にかけて， 1年余りで 26
例が妊娠 している．温経湯と PCO の関係につ いて は ， 今後症例数を増や して検討 したい と

考えてい る．なお大多数の排卵障害にクロミッ ド， 黄体機能不全には HCG を併用 している，

M M ptZEESIpt
　 紀元前に生 まれた中国古代哲学の陰陽論，五行論 は伝統 医学にとり入れ られ，経絡や臓

腑の学説と とも に ， 人体の 生命現象や生理， 病理を解釈する基本的な概念と して ， 現在も

中医学のバッ ク ・ホーンとな っ ている．

　陰陽は相互に対立するだけで なく ， 依存しあい ， 消長し ， 転化する とい う流動的な相対

関係 として ， 複雑な人体の構造や機能の説明 に利用 されて いる．陰と陽が平衡を保つ 状態

が ，

隔

陰平陽秘
”

と呼ばれて健康 を意味 し， 陰か陽のい すれかが亢進あるい は衰退 する消

長によっ て平衡が破れると ， 偏盛あるいは偏衰という病的な状態になる．

　 この 状態から，陰陽のバランスがとれた健康状態 を回復するのに，漢方薬，は り灸，気

功 など の治療法を用いて い る，

　不妊の治療に際 して，排卵障害やホルモンの機能失調が原因と老えられるものが少な く

ない．陰陽のバ ラン ス と同様に ， ホルモ ンの バラ ンス が保た れ てい る 状態は ， 女性に と っ

て 生殖機能が よく調整された健康状態で ， 妊娠が こく自然 1こ成立する と考えられる ．

　ホルモンの平衡失調をと り戻 して機能を正常に回復させ る た めに，ホルモン剤や排卵誘

発剤は欠くべか らざるもの で ある が ， 特定の タ
ーゲッ トに対 してクリ アカ ッ トな作用を発

揮 する 薬剤に は，と もすれば過剰反応な どの 思いが けぬ副作用を ひき起こす可能性もある．

漢方方剤の 使用法を誤まれば副作用 は免れな いが ， たとえば温経湯の ように多 数の 生薬で

構成されている方剤には ， 各生薬ことの 薬理作用の ほ か に ， 各生薬間の相乘，抑制，拮抗，

解番 ， 調和などの 作用もあり ， ホメオスタシ ス的に働きながら ， お だやかにホルモ ン機能

を回復させ る もの も ある ．

　不妊治療に おける 現代薬と漢万薬の併 用と相乘効果に つ い て は ， 今後も 基礎的 ， 臨床的

な研 究の発展が期待される．
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